
第６回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和３年７月２日（金曜）    午前 9時３０分 開会 

休 憩 9:48-49 

                  午前９時５８分 閉会 

会議場所  役場３階 委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  中村 和宏 委 員 渡辺洋一郎  

副委員長 正村紀美子 委 員 黒田 栄継  

委 員  鈴木 健充 委 員 常通 直人  

委 員  中田智惠子  議 長 早 苗  豊 

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦  

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議会だより７月号の編集について       当日資料１ 

  イ 議会だより８月号の編集企画について     資料２ 

ウ 令和３年度議会活性化計画について      資料３ 

エ 令和３年度議員研修計画について       資料４ 

オ 議会関連例規の取扱いについて        資料５ 

カ 議長からの諮問について           当日資料６ 

キ 例規の改正について             当日資料７ 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

（２）その他 

                                        

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議会だより７月号の編集について  当日資料１ 

・鈴木委員：資料説明（議員で構成する「編集企画会議」で初の編集となる旨説明） 

・委員長：質疑・意見は？ 

・（質疑なし） 

・委員長：説明内容で了とする。 



イ 議会だより８月号の編集企画について  資料２ 

・鈴木委員：資料説明（「議会モニター」の顔ぶれの紙面は変更となる旨説明） 

・委員長：質疑・意見は？ 

・（質疑なし） 

・委員長：説明内容で了とする。 

 

ウ 令和３年度芽室町議会活性化計画について  資料３ 

・正村副委員長：資料説明（６月１６日開催の第２回全員協議会において合意形成を

経たもの。本日正式決定の提案である旨説明） 

・委員長：質疑・意見は？ 

・（質疑なし） 

・委員長：説明どおり正式決定とする。 

 

エ 令和３年度芽室町議会議員研修計画について  資料４ 

・正村副委員長：資料説明（「ウ」と同様の説明） 

・委員長：質疑・意見は？ 

・（質疑なし） 

・委員長：説明どおり正式決定とする。 

 

オ 議会関連例規の取扱いについて  資料５ 

・正村副委員長：資料説明（「ウ」と同様の説明） 

・委員長：質疑・意見は？ 

・（質疑なし） 

・委員長：説明どおり正式決定とする。 

 

カ 議長からの諮問について  当日資料６ 

・事務局長：資料説明（先に開催した民間委員による議会改革諮問会議と同じ項目を

議長が議運委員長に諮問するもの。この場では議長から諮問書を手交するもの。） 

・（議長から議運委員長へ手交） 

  ・委員長：今後、議運内部で改めて協議するのでご協力いただきたい。 

 

キ 例規の改正について  当日資料７ 

・事務局長：資料説明（先に決定した「資料５」の考え方に基づき、資料に示した事

項について、協議を進めたい旨の説明） 

・委員長：質疑・意見は？ 

・渡辺委員：条項に一部誤りがあるので訂正を求める（議会会議条例第２条と92条

の内容入れ違い）。 

・委員長：了解した。ほかに意見・質疑はないか。 

・（質疑なし） 

・委員長：説明どおり決定する。 



  ・委員長：お諮りする。当日追加として「文書質問の取扱いについて」を協議したい。

異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：承認を得た「文書質問の取扱いについて」を「ク」に加える。 

  

ク 文書質問の取扱いについて  当日資料８ 

・事務局長：説明（今件は規則に基づき、議運の役割としては文書質問に対して、町

に求める回答期限の協議となる旨説明） 

・委員長：慣例に基づき、本日を起算として２週間で良いか？７月16日（金）午後５

時を期限として町に回答を求める。 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：その通り決定する。 

 

 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  

・正副一任 

 

（２）その他 

 ・鈴木委員：先の総務経済常任委員会（６月28日）において、今後に向けたオンラ

イン会議の考え方について、改めて議運でその取扱いについて整理を求める旨

の意見があった。今後、協議を進めていきたくお諮りする。 

 ・委員長：意見・異議ないか？ 

 ・常通委員：その意見は、総務経済常任委員会に限定したものか？ 

 ・鈴木委員：両委員会（厚生文教も）を対象にした意見であった。 

 ・黒田委員：オンライン会議のあり方を議論するときに、（災害、感染症等の）緊

急事態宣言の背景を前提とするのか、議員のなり手不足対策を前提とするのか、

目的を明確に区分して考えていくべきである。現在の本町議会の姿勢は、BCP

を前提としたオンラインなので、目的を共通認識してから検討しなければ論点

がぼやけてしまう危険性が存在する。 

 ・委員長：ほかに意見はないか。 

 ・（異議なし） 

 ・委員長：委員各位の意見を踏まえて、今後、協議を進める。 

  

 ・委員長：ほかに質疑はないか？ 

 ・（質疑なし） 

・議長、事務局：特になし 

                      以上をもって委員会を閉会する。 

 

 



傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 ０名 合計 ０名 

  

令和３年７月２日 

議会運営委員会委員長 中 村 和 宏 

 

 


